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報道関係者各位 

2026年7月23日 

 

企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と日本 

——大島襄二写真コレクションから見た交流と歴史」 

“The Torres Strait (Zenadth Kes) and Japan: History and Connection 

 As Seen Through the Ohshima George Photograph Collection” 

2026年9月10日（木）～12月15日（火） 

 

国立民族学博物館（大阪府吹田市千里万博公園10-1）では、企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と 

日本——大島襄二写真コレクションから見た交流と歴史」を2026年9月10日（木）～12月15日（火）ま

で開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展示概要】 

オーストラリア最北部のパプアニューギニア国境沿いに位置し、独自の文化をもつ先住民がくらす 

トレス海峡。近年、ゼナドスケスとも呼ばれるこの地は、明治時代に日本人が移住し、大規模なコミ

ュニティを築いた場所です。そのなかには真珠貝を求めて海を渡った人びともおり、日本と非常に縁

の深い地域となっています。本企画展では、1970 年代に日本の調査隊が記録した膨大な写真資料（本

館・大島襄二写真コレクションなど）を中心に、島々のくらしが様変わりする姿を紹介します。これ

らの記録は、現在では現地の先住民にとってもみずからの過去を知る貴重な資料となっています。写

真を通じて、いまもなお続く日本と現地社会との温かな絆や、歴史を未来へつなぐ取り組みを紹介し

ます。 
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【本展のみどころ】 

◆トレス海峡と日本人とのつながり 

オーストラリア最北部に位置するトレス海峡（ゼナドスケス）

と日本の関係は、1870年代の明治初期にまでさかのぼります。

かつてこの地域は日本人真珠貝ダイバーたちの活動の舞台であ

り、過酷な潜水作業に伴う無名墓碑や集合墓地が今も現地に残

されています。本展では、最後の一人となったダイバーの姿

や、現地に溶け込んだ食文化「なます」など、歴史的な絆を物

語る数々の足跡をご覧いただけます。 

 

 

 

◆日本人トレス海峡調査隊の成果 

1970年代後半、政治や経済、社会が大きく揺れ動く変革期のトレス

海峡を、10名の日本人調査隊が訪れました。彼らは19世紀のイギリ

スのハッドン調査隊に次ぐ、重要な学術的成果を生み出していま

す。本展の大きなみどころは、彼らが自らカメラを構え、録音機を

回し、歩いて描き起こした膨大な学術記録です。海洋経済の変遷や

インフラの劇的な変化、国境線を巡る政治の動きから日々の暮らし

のひとコマまで、当時の島々の日常風景が克明に現代によみがえり

ます。 

◆画像資料を今に活かす取り組み 

本展は、単に過去の記録を復元して展示するだけのものでは

ありません。日本ゼナドスケス（JZK）プロジェクトの主導

により、日本人調査隊が残した画像や音源を現地社会へ共有

し、文化遺産の継承に役立ててもらう試みが進められていま

す。貴重な資料を手にした現地の人びとの熱量や、それらを

通じて研究者との間に芽生えた新しい関係など、歴史を未来

へつなぐ実践の様子をご紹介します。 

 

 

 

 

【資料点数】    【展示構成】 

 

 

 

 

 

 

戦前からの真珠貝ダイバー・藤井富太郎と家族（右

端に久原脩二）（1975 年、ワイベン島（木曜島））、

X0328188 

ジョージ・ハンキン・シニアに聴き取りをする

松本博之（1975 年、マピアグ島）、X0328009 

調査隊の残した家族の記憶：モスビー一家、左端の男

の子が JZK プロジェクト研究員ヤッシー・モスビー

の幼少時（1988 年、ワイベン島（木曜島））、X0333406 

写真：約 116 点 

展示資料：約 32 点 

映像・音声：7 点 

合計：約 155 点 （7/13 現在） 

１．トレス海峡（ゼナドスケス）とは 

２．トレス海峡調査隊 

３．変革期を迎えるトレス海峡（ゼナドスケス）：1975年～1979年 

４．日本との歴史的関係 

５．記憶をいまにつなぐ 
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関連イベント 

■みんぱくウィークエンド・サロン+（プラス）──研究者と話そう 

「なぜ、展示されてこなかったのか？──トレス海峡資料の来歴」 

会   場 国立民族学博物館 本館展示場（ナビひろば）  

  
日 時 10 月 5 日（月）14：30～15：00 

話 者 平野智佳子（国立民族学博物館准教授） 

参 加 費 要展示観覧券（イベント参加費は不要） 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんぱくにはトレス海峡（ゼナドスケス）資料が

約 50 点収蔵されていますが、常設展にはひとつ

も展示されていません。本トークでは、この「見

えないコレクション」に注目し、その背景や意

味、そして資料とコミュニティの現在の関係に

ついて考えます。 

 

「トレス海峡調査隊の５０年──彼らの画像資料は何をとらえ、どう活用されているか」 

会   場 国立民族学博物館 本館展示場（企画展示場）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 10 月 11 日（日）14：30～15：00 

話 者 丹羽典生（国立民族学博物館教授） 

参 加 費 要展示観覧券（イベント参加費は不要） 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人のトレス海峡調査隊が派遣されてからお

よそ 50 年たちます。戦前の日本人真珠貝ダイバ

ーが活躍した地であるトレス海峡（ゼナドスケ

ス）にて、彼らは何を見たのか。現地社会の変貌

とあわせて、彼らが残した写真がいま現地社会

でいかに活用されているのかを紹介します。 

 

 

 

ワイベン島（木曜島）の海岸の風景（2025 年、 

撮影者：平野智佳子） 

女性による漁（1979 年、マシグ島、撮影者：大島

襄二）、X0331147  
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■友の会講演会 

「南洋へのまなざし、トレス海峡への道──調査隊の成果の写真の再発見まで」 

会   場 国立民族学博物館 第 5 セミナー室  

 日 時 12 月 5 日（土）13：30～15：00 

講 師 丹羽典生（国立民族学博物館教授） 

内 容 明治期より日本と縁の深いオーストラリア最北部のト

レス海峡。1970 年代に日本人調査隊が撮影した写真が

いま注目されています。本講演では、リーダーたちが南

洋に関心を抱き現地へ向かった背景を探り、彼らが残し

た写真記録が、変貌を遂げた現在の現地社会でどう活用

されているのかを紹介します。 

定    員 70 名 

参加方法 ① 会場参加（第5セミナー室） 

② オンライン（ライブ配信）参加 ※会員限定 

・会場、オンライン配信ともに事前申込制（先着順） 

・友の会会員：無料 

・一般：500円 

※講演会終了後、企画展の見学会をおこないます。 

（要展示観覧券） 

問い合わせ 国立民族学博物館友の会（公益財団法人 千里文化財団） 

電話 06-6877-8893 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヌー模型（トゥグル・マカール）によるレース

の様子（1979 年、カダール島、 撮影者：大島襄

二）、X0331133 
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【開催概要】 

展 示 名 企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と日本──大島襄二写真コレクションから見た交流と

歴史」 

会      期 2026 年 9 月 10 日（木）～12 月 15 日（火） 

会      場 国立民族学博物館（大阪府吹田市千里万博公園 10-1）本館企画展示場 

開 館 時 間  10:00～17:00（入館は 16:30 まで） 

休 館 日 毎週水曜日（祝日の場合は直後の平日） 

観 覧 料 一般 780 円（660 円）、大学生 340 円（270 円）、高校生以下無料 

※（ ）は 20 名以上の団体料金／リピーターは団体料金を適用 

※満 65 歳以上の方は、団体割引料金で観覧できます。年齢を証明できるものをご提示くだ

さい。 

※障がい者手帳をお持ちの方は、付添者 1 名とともに無料で観覧できます。「手帳」もしく

は障がい者手帳アプリ「ミライロ ID」をご提示ください。 

※本館展示の料金でご覧いただけます 

主     催 国立民族学博物館 

協 賛 オーストラリア大使館 

特 別 協 力 オーストラリア国立大学、オーストラリア国立大学日本ゼナドスケスプロジェクト、グル・

ア・バラダラウ・コッド・トレス海峡海と陸の評議会、オーストラリア研究会議、NIHU グ

ローバル地域研究プログラム海域アジア・オセアニア研究プロジェクト 

協     力 公益財団法人千里文化財団、和歌山県企画部企画政策局国際課、串本町・串本町教育委員会 

後 援 オーストラリア学会、日本オセアニア学会 

 

【実行委員長】丹羽典生（国立民族学博物館教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロジェクトメンバー】 

平野智佳子（国立民族学博物館准教授） 

高科真紀（国立民族学博物館助教） 

木村彩音（大阪経済法科大学准教授） 

ジュリー・ラーン（オーストラリア国立大学フェロー） 

アニック・トマシン（オーストラリア国立大学リサーチフェロー） 

専門は、社会人類学、オセアニア地域研究。主な著作には、著書『ガラパゴスを

歩いた男――朝枝利男の太平洋探検記』（教育評論社、2025 年）、共編著『オセ

アニア文化事典』（丸善出版、2024 年、編集幹事）、『記憶と歴史の人類学――東

南アジア・オセアニア島嶼部における戦争・移住・他者接触の経験』（風響社、

2024 年、風間計博と共編）などが挙げられる。今回は、近年すすめている写真

の人類学的研究のうち、トレス海峡写真の展示について紹介する。 



 

6 

 

企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と日本 

——大島襄二写真コレクションから見た交流と歴史」 

広報用画像リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

【２】カヌー模型（トゥグル・マカール）による 

レースの様子 1979 年撮影 カダール島、X0331133 

 
【１】企画展チラシ 

【３】伝統的音楽を録音中の畑道也 1977 年撮影 

マシグ島、X0331125 

【４】ジョージ・ハンキン・シニアに聴き取りをする 

松本博之 1975 年撮影 マビアグ島、X0328009 

【６】いまに伝わる日本料理「なます」、X0327910 【５】女性のやす漁 マシグ島、X0329817 
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【７】藤井富太郎の胸像 1988 年撮影 

ワイベン島（木曜島）、X0333304 
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企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と日本 

——大島襄二写真コレクションから見た交流と歴史」広報用画像利用申込用紙 

 

〔E-mailでお申し込みの場合〕  

〔FAXでお申し込みの場合〕 FAX番号: 06-6875-0401 

【ご希望の画像番号】 

 

 

【貴社・貴機関についてお知らせください。】 

貴社・貴機関名 媒体名 

ご担当者名 所属部署 

ご住所 〒 E-mail 

電話番号 FAX番号 

ご掲載・放映の予定日が決まっている場合         年    月    日 

 

【プレゼント用招待券】（ご希望の場合はどちらかにチェックを入れてください） 

□ ３組６枚   □ ５組１０枚 

 

※チケット発送先が上記所在地と異なる場合は、下記にご記入ください。 

発送先 〒 

 

【広報に関するお願い】 

■ 写真使用に関するお願い、注意事項 

   ・クレジットには次のとおり記載してください。 

    【2】～【7】国立民族学博物館 大島襄二写真コレクション 

   ・写真（画像）のトリミングや改変、文字乗せはご遠慮ください。 

   ・作品写真の使用目的は、本展の紹介のみとさせていただきます。なお、本展覧会終了後の使用 

はできませんのでご了承ください。 

■ 本館の基本情報等の確認のため、E-mailまたはFAXにて、掲載記事、番組内容の原稿等を下記連絡

先でお送り願います。 

■ お手数ですが、掲載紙・誌または録画媒体を2部お送りください。 

 

[お問い合わせ] 国立民族学博物館 総務課 広報係 

電話:06-6878-8560(直通)   FAX:06-6875-0401   E-mail: 

プレス向けウェブサイト:www.minpaku.ac.jp/press 


